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■ホワイトキャンバス

弥太郎翁は１８９３（明治２６）年，神奈川県
ゆ る ぎぐんあ づ まむら

淘綾郡吾妻村（現中郡二宮町）の生まれ。

妹１人のほかは男ばかりの１２人兄弟の１０番
は た ご

目。西山家はかつて，この地で旅籠を営ん

でいたが，明治以後は養蚕業に転じたとい

われる。

高等小学校卒業後，叔父の営む金物店で

働き，そのうちに金物の原料となっている

鉄に関心を抱いて，やがて鉄をつくる仕事

に就きたい，と弥太郎は考えるようになっ

た。猛勉強して進学校に進み，東京帝大工

学部冶金学科に入学。在学中に釜石の官営

田中製鉄所，福岡の官営八幡製鉄所，そし
ふきあい

て，神戸の川崎造船所の葺合工場を訪問し

て見学し，実習した。

川崎造船所では，船を建造するための鋼

新・改善改革探訪記
No.１４２ 創意社・山口 幸正

鉄の黄金時代を切り開いた
川崎製鉄（現 JFEスチール）の創業者

西山弥太郎翁の事績を訪ねて

〈取材協力〉 JFEスチール株式会社 東日本製鉄所（千葉地区）
にしやま や た ろう

川崎造船所の製鉄事業は，西山弥太郎翁（１８９３‐１９６６）にとって，そこで自由に自分の

絵を描くことのできるホワイトキャンバスだった。この事業を今後どんなふうに展開すべ

きかを大学の卒業論文で論じ，それがきっかけで川崎造船所に入社。念願どおり製鉄事業

に身を投じ，事業の発展に貢献した。やがて鉄鋼事業を造船事業から独立させ，多額の資

金を投入して千葉の沿岸部に銑鋼一貫製鉄所を建設。さらに岡山にも水島製鉄所を建設し

て，この国の鉄の黄金時代を築いた。現在のＪＦＥスチール㈱東日本製鉄所（千葉地区）

に設けられている西山弥太郎記念館を訪問し，見学センター長の西原俊和さんに案内して

いただいた。

東日本製鉄所千葉地区見学センター
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材を当初イギリスとアメリカから輸入して

いたが，第一次大戦後，両国が鋼材の輸出

を制限するようになり，松方幸次郎社長は

それに対応して鋼材の自給を目指し，１９１８

（大正７）年から，神戸市内の葺合工場で

鋼板の製造をはじめていた。

学生時代の弥太郎が見学した２ヵ所の官

営製鉄所はすでに完成されていて，弥太郎

が新しい何かを付け加えることは困難と思

われた。それ対して，はじまったばかりの

川崎造船所の鋼板製造はまだまだ未完成

で，自分の知識と技量をふるえる余地が無

限にある。ここは自分が自由に絵を描ける

ホワイトキャンバスだと弥太郎は考え，英

文で「川崎造船所の製鋼所設立」というテ

ーマで帝大の卒業論文を書いた。そんない

きさつから，ごく自然の成り行きで川崎造

船所の技術員募集に応募し，採用され，

１９１９（大正８）年に同社に入社した。

■川崎造船所時代

通常の技術員は，事務所で書類に囲まれ

て仕事をし，何か問題が起こったり確認す

る必要が出てきたときだけ現場に出かけて

いく。しかし，弥太郎はほとんどの時間を

現場で過ごし，職工たちと一緒に働いた。

現場を観察し，現場で技術書を読み，課題

の発見に努め，生産性向上に力を注いだ。

第一次大戦中，日本は空前の好景気に沸

き，川崎造船所には大量の船舶建造の注文

が殺到した。しかし，戦後はその反動で深

刻な不況に陥

り，造船所は

一時倒産の危

機にも直面し

た。ただ葺合

の製鈑工場の

業績だけは順

調で，弥太郎

の熱心な働き

ぶりは，職場の同僚たちからも経営陣から

も注目を集めた。

葺合工場では平炉によって鉄をつくって

いた。炉の中に銑鉄とスクラップを入れ，

石灰石，鉄鉱石を加え，空気と重油を吹き

込んで，高熱で原料を溶かして鉄をつく

る。平炉の技術をドイツ人技師から教わり

ながら，弥太郎はやがて独自の工夫を加

え，製鋼の効率を高め，そのときのいくつ

かの技術開発が評価されて，１９３３（昭和８）

年には日本鉄鋼協会から服部賞を贈られ

た。

１９３５（昭和１０）年，松方幸次郎の後を継
ひ ら おはちさぶろう

いだ平生釟三郎社長は，弥太郎に１万円を

提供し「これで世界の製鉄業を見て来い」

と，欧米視察旅行を命じた。そのおかげで，

弥太郎は，米国のピッツバーグ製鉄所，ド

イツのクルップ社のマグデブルク工場とエ

ッセン工場，さらにシベリア鉄道で満州に

渡って，満鉄・鞍山製鉄所を訪れ，世界の

製鉄所の最高峰を見て回り，最先端の製鉄

の知識を身につけて帰国した。

新・改善改革探訪記
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弥太郎はやがて，製鈑工場の中心的な担

い手となり，１９３８（昭和１３）年には製鈑工

場長に任命された。

川崎造船所の事業は，船舶の建造だけで

なく，ほかに車両，航空機，機械などのウ

エイトが高まっていき，１９３９（昭和１４）年

に「川崎重工業」と名前を変えた。弥太郎

は，１９４２（昭和１７）年にこの会社の取締役

となり，終戦後，それまでの経営陣の多く

が戦争協力者としてＧＨＱによって公職追

放となったときには，川崎重工業は弥太郎

を含む５人の取締役の合議制で運営される

ことになった。

■敗戦と労働争議

１９４５（昭和２０）年，終戦間際の米軍によ

る連日の大空襲で，川崎重工業の各工場

は，一面焼け野原となった。黒木亮著の

『鉄のあけぼの』によると，戦後，焼け残

った機械を前にして，弥太郎はこう考えた

という。

日本の復興のためには，輸出を盛んにし

なければならない。そのためには軽工業で

はなく重化学工業を目指すべきだろう。そ

こで中心的な役割を果たすのは鉄である。

戦前の日本の鉄鋼業を支えたのは軍需だっ

たが，軍需が消滅した戦後に鉄鋼業が生き

残るには，世界水準の鉄をつくる以外にな

い…と。

この頃，弥太郎は，戦後を代表する労働

争議を会社側代表として経験した。１９４５

（昭和２０）年，占領軍の民主化政策を機に

兵庫工場で結成された労働組合は，その後

川崎重工業の他工場でも結成が相次いだ。

組合から会社への最初の要求は，物資不足

の中で，組合員１人ひとりに芋と数の子を

要求するというささやかなもので，弥太郎

は製鉄所の会社側総責任者として組合員た

ちと向き合い，会社の経営状態を丁寧に説

明し，可能な範囲で組合の要求に応えよう

とした。

しかし，１９４８（昭和２３）年になると，外

部から政治的目標を持った者たちが組合活

動に加わるようになり，要求は先鋭化し，

要求貫徹のためには会社を潰してもよいと

する者まで現れた。

組合は，工場をロックアウトして操業を

阻み，会社と組合との対立は３ヵ月に及ん

だ。弥太郎は，先鋭化した組合から大多数

の組合員を脱会させて，それを切り崩し，

首謀者を懲戒解雇した。経営者と従業員の

共通の目標は，一緒になって自分たちの会

社を強くして豊かになることにある。その

点で一致できない者と妥協することはでき

ない，というのが弥太郎の立場だった。大

多数の組合員がそれに賛同し，その後の弥

太郎と従業員との結束は強まったという。

■重工業からの分離独立

川崎重工業の製鈑工場は創業以来，官営

の日本製鐵から銑鉄を購入し，それをスク

ラップとともに平炉に投入して鉄をつくっ
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てきた。しかし，他社から供給される銑鉄

に依存している限り自分たちで品質を決め

ることができず，品質は安定しない。世界

水準の鉄をつくるには，自ら高炉を持って

鉄鉱石から鉄をつくる一貫製鉄所を目指す

しかなく，そのためには重工業からの分離

独立が不可欠である…と弥太郎は考えるよ

うになった。

戦前には，製鉄部門の稼ぎ出した収益が

造船部門によって吸い上げられるという場

面が，いくつもあった。高炉を建設するに

は，広大な土地と莫大な資金が必要にな

る。重工業とのバランスの上に立脚した経

営がこの会社で続く限り，製鉄部門に多額

の資金を投入して高炉を建設するのはどこ

まで行っても不可能である。

１９５０（昭和２５）年，弥太郎の提案が容れ

られ，製鉄部門の川崎重工業からの分離独

立が決まった，新会社名は「川崎製鉄」，

資本金は５億円，弥太郎はその初代社長に

就任した。

■千葉製鉄所の建設

「川崎製鉄」の分離独立が決まるとすぐ，

弥太郎は銑鋼一貫製鉄所建設のための用地

を探しはじめた。広くて地盤がしっかりし

た６０万坪の土地が必要だった。海外から鉄

鉱石と石炭を直接船で運び入れるために港

湾施設を装備し，同じ港湾から鉄鋼製品を

搬出する。このときの弥太郎の構想は，そ

の後の製鉄所建設のモデルとなったといわ

れる。さらに帯鋼を圧延するためのストリ

ップミルを稼働させるために，大量の水と

電気を確保できるところでなければならな

い。

光市の海軍工廠跡，徳山市の燃料廠跡，

防府市の塩田跡など，いずれも山口県の土

地が候補にあがったが，千葉県南部，国鉄

蘇我駅西の沿岸部に，かつて日立航空機が

零戦練習機を製造していた埋立地があると

聞いた弥太郎は，大いに関心を持った。千

葉なら大消費地，京浜工業地帯がすぐ目と

鼻の先である。

川崎製鉄が６０万坪の土地を探していると

いう情報を聞きつけた千葉市は同社を誘致

すれば，雇用が生まれ，地域経済の発展に

つながると期待して，埋立地の無償提供，

固定資産税の５年間免除，電気・工業用

水・港湾の確保，社宅などの用地斡旋…な

どの好条件を提示した。

弥太郎は，千葉市のこの提案を歓迎し，

ここに一貫製鉄所を建設することを決意し

て，１９５０（昭和２５）年１１月，通産省に建設

計画を添えて，建設のための見返資金（戦

新・改善改革探訪記
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後の産業振興のためにアメリカから日本政

府に貸与された資金）の貸与を願い出た。

このとき弥太郎が算出した必要資金総額

は１６３億円。これだけの金額を，見返資金，

自己資金，増資，社債，市中銀行からの借

り入れで調達する。資本金の３０倍以上の資

金を借り入れて千葉臨海部に新たに製鉄所

をつくるという，社内も世間も政府をも驚

嘆させる壮大な計画だった。

弥太郎は，大蔵大臣の池田勇人を訪ね，
いちまん だ ひさ と

池田から助言されて一万田尚登日銀総裁に

面会して資金貸与を願い出た。一万田はそ

のとき，ただ話を聞いただけでその場では

何の判断も下さなかったが，後に「川崎製

鉄が千葉の建設を強行するなら敷地にぺん

ぺん草が生える」と語ったという一万田の

言葉が雑誌で紹介され，弥太郎を大いに困

惑させた。しかし，一万田はどこかでその

考えを改めたらしく，１９５２（昭和２７）年２

月，通産省から正式承認が下りた。

■高度経済成長の牽引

１９５２（昭和２７）年から千葉製鉄所の第１

高炉の建設がはじまり，それと並行して，

６０万坪の広大な敷地に，さまざまな設備投

資が延々と続いた。国内資金だけでは足り

ずに世界銀行からも１００億円の資金調達が

行われ，その間，葺合工場がただひたすら

に平炉で鉄を生産し続けた。

１９５３（昭和２８）年６月，千葉製鉄所の第

一溶鉱炉が完成。火入れ式が行われ，千葉

製鉄所から新しい鉄が誕生した。さらに，

新たに導入されたホットストリップミルに

よって，厚さが１ミリ，２ミリの極薄の鋼

板がつくれるようになった。造船のための

鋼板が６～１０ミリだったのに比べるとかな

り薄い鋼板で，その上にスズをメッキして

ブリキをつくり，これによって広範な産業

ニーズに対応した。

千葉製鉄所建設の傍らで，弥太郎はさら

に岡山県に水島製鉄所の建設を計画し，

１９６１（昭和３６）年にはそれが完成し，川崎

製鉄は，鉄の供給能力をさらに高め，この

国の高度経済成長を牽引した。

■川崎製鉄のその後

川崎製鉄を舞台に新しい鉄の時代を切り

開いた弥太郎は，１９６６（昭和４１）年，胃が

んのため神戸の川崎病院に入院。社長職を

藤本一郎に譲り，その１ヵ月後に亡くなっ

た。

黒木亮著『鉄のあけぼの』によると，弥

太郎は，人のいいところだけを見る人だっ

たという。言葉を選び，相手の人格を攻撃

するようなことは決してなく，その人のい

いところを活かそうとした。あるときヒラ

の工員があいさつして頭を下げた。その工

員が頭を上げたとき，弥太郎はまだ頭を下

げていて，工員はもう一度頭を下げたとい

う話が残っている。そんな弥太郎のため

に，社員はみんな骨身を惜しまずに働い

た。
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取材・執筆 山口 幸正（やまぐち ゆきまさ）

《プロフィール》
外資系食品製造業人事部勤務の後，産業教材出版業勤務。全国提案実績調査を担当し，改善提案教
育誌を創刊。１９８５年に独立し創意社を設立，『絵で見る創意くふう事典』『提案制度の現状と今後の
動向』『提案力を１０倍アップする発想法演習』『提案審査表彰基準集』『改善審査表彰基準集』『オフ
ィス改善事例集』などの独自教材を編集出版。４０年にわたって企業・団体の改善活動を取材。現在
はフリーライター。
●創意社ホームページ http://www.souisha.com 「仕事の事典」をネット公開中

千葉製鉄所の粗鋼年産目標は，当初５０万

トンだったが，やがて２００万トンに引き上

げられ，さらに１９７１（昭和４６）年には６５０

万トンにまで引き上げられた。敷地も広げ

られ，高炉は６本にまで増やされた。千葉

製鉄所は，その後の神戸，戸畑，和歌山，

名古屋，堺…など，各地に建設された製鉄

所のモデルとなり，日本の鉄鋼産業の出発

点だったといわれる。

しかし，バブル崩壊後，国内工場の多く

が海外に移転して，鉄鋼需要は縮小。２００３

（平成１５）年，川崎製鉄は日本鋼管と合併

して，ＪＦＥスチールとなっている。

※本稿の執筆に当たって次の資料を参考にしました。黒木亮著『鉄のあけぼの』（日経文芸文庫，２０１４）

／反町健一著「川崎製鉄千葉製鉄所１号高炉建設について」（平成４年度千葉県工業歴史資料調査報

告書所収）

新・改善改革探訪記




